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④ ｸﾞﾘｰﾝ(環境)に対する取組み(ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞは除く) 

 北海道西濃 関東西濃 東海西濃 濃飛西濃 三重西濃 日ﾉ丸西濃 四国西濃 九州西濃 

 

 

新たに 

取組みした内容 

(ﾃｰﾏ) 

 

 

･DPR ﾏﾌﾗｰの目詰まりを

解消 ｢ｽｷｬﾝﾂｰﾙ｣購入 

78 千円 整備業者では 

診断料､1 台/10 千円+ 

消耗品費を自社対応 

する事ができ､費用対策 

効果にも兼ねる 

･DPR 付き集配車の管理 

近距離使用車と 

遠方使用車ﾛｰﾃｰｼｮﾝに 

よる燃焼効率向上､ 

対象 264 台 

･ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化 

営業関連の 

ﾃﾞｼﾞﾀｲｾﾞｰｼｮﾝ 

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰの負荷解消 

･電気使用量 全店目標 

前年 2%削減 

･商品事故損害率低減と 

 廃棄処理費の削減 

･8.5t 未満の低積載便 

削減 

   ⇒目標:30 便未満 

･四日市支店集配車 

(25 台)へﾃﾞｼﾞﾀｺ装着に 

よる車両管理 

･ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化により 

ｺﾋﾟｰ用紙とｺﾋﾟｰ機の使用 

料金の削減 

･電気使用量の削減 

･毎週の資材発注内容を

目視で確認して､ 

多すぎる発注を防ぐ 

【取組】 

･廃棄物のﾘｻｲｸﾙ活用 

【対象】 

･ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾊﾟﾚｯﾄ 

【取組内容】 

･廃ﾊﾟﾚを買取業者にて 

定期回収 

･店所毎に 3 ｹ月/1 回 

･重量 1 枚/10kg 換算 

･回収後ﾘｻｲｸﾙ活用 

･分別を行い整理する 

(使用分･廃棄分) 

効果･実績に 

ついて 

･2 月(診断料分) 

152 千円自社対応効果 

･2 月 41 台実施 

使用燃料前年比 101.7% 

※前年大雪の影響が 

あり比較対象外 

前々年比較 94% 

･2022 年度はﾒｰﾙの添付 

ﾌｧｲﾙを 70%減目標 

･ﾒｰﾙ数の削減目標 

(2022 年度 20%､ 

2023 年度 40%) 

⇒ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞｰの 

有効利用､ｸﾗｳﾄﾞ化 

等と併せて検討 

 

 

･全店所 2023 年 1 月 

前年比 99.3% 

 取り組みの継続､店所 

独自の取り組みを実施 

⇒週次による使用量 

超過傾向にある 

店所には細かな 

指導を行い､数値の 

     可視化を行い､ 

時間や個数での 

管理により使用量の 

検証を行う 

･商品事故損害率 50%未満 

の達成を掲げる 

 期限:第 4 四半期 

 TG :277 社 

 交渉は免責､付保および 

 梱包改善 

 廃棄処理は出荷人への 

 返品を基本とする 

⇒成約事例 

     取引額 

58,000 千円/年 

     処理額 

1,800 千円/年 

     事故件数 80 件/年 

     損害率 100%を 

大幅超過 

   ⇒免責および 

事故品の返品を､ 

新年度実施 

･平均積載重量:10,768kg 

･低積載該当便数:58 便 

･運転日報の活用により 

個別指導を強化 

ｽﾋﾟｰﾄﾞ減少､拘束時間､ 

連続運転､休憩休息に 

ついて改善指導 

･ｱﾅﾀｺ月平均 500 枚､ 

乗務記録表月平均 

500 枚削減 

(月平均 3,220 円削減) 

･SD の時間管理により 

週休取得推進 

･SD の日報記入作業削減 

(1 人 15 分/日) 

･運行管理者の業務軽減

に伴う作業時間減少 

･特性診断によるｽﾋﾟｰﾄﾞ 

指導等で､運転技術が 

向上し燃費向上効果 

(9.1%)も発生 

･Zoom 会議が主流となり､ 

会議資料をﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞｰ 

より共有し､ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化 

の実施｡ 

ｸﾞﾗﾌ資料においてｶﾗｰを 

使用せず識別できる工夫 

をし､ｶﾗｰｺﾋﾟｰを抑制して 

いる 

･毎日の 4 回の定期的な 

店所巡回により無駄な 

電気使用の削減 

1 月 4,601kWh 削減 

 

 

 

 

 

 

 

･整備業者では診断料､ 

1 台/10 千円+消耗品費 

がかかるが､ｽｷｬﾝﾂｰﾙを 

購入して自社対応し､ 

費用を削減する 

 

 

 

 

 

 

･2 月実績 

回収重量:5,948kg 

買取価格:29 千円 

 

 


